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みやぎの酪農協畜産クラスタる協議会設立さ┙┘

　３月２日、本組合において『みやぎの酪農協畜産クラスター協議会』の設立総会が行われました。

　本畜産クラスター協議会は、以下の７つの組織から構成されています。

　　・本組合

　　・生産者

　　・宮城県農林水産部畜産課

　　・北部家畜保健衛生所

　　・大崎農業普及センター

　　・公益社団法人　みやぎ農業振興公社 

　　・全国酪農業協同組合連合会仙台支所

　会長には伊藤一成組合長、副会長には伊藤一彦専務に決定しました。

　

　本畜産クラスター協議会の畜産クラスター計画では大きく７つの取組を掲げ、地域農業者

の収益性向上を図ることを目的としています。

①稲WCS、飼料米等の有効活用に関すること

②�水田等を活用した飼料用トウモロコシの栽培並びに

流通等に関すること

　③良質粗飼料生産並びに利活用に関すること

　④高収益経営を目的とした規模拡大に関すること

⑤６次産業化への取り組みに関すること

⑥�高収益経営を目的とした性判別精液並びに受精卵の

利活用に関すること

⑦堆肥の利活用に関すること
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　協議会設立後の３月６５日には本畜産クラスター協議会の分科会が開催され、畜産クラス

ター計画を具体的に説明した上で、

　１．畜産競争力強化整備事業（中心的な経営体の施設整備等への支援）

　２．畜産収益力強化支援事業（中心的な経営体の機械等リース導入への支援）

の申請内容について、協議し承認されました。

　２つの事業は現在（５月１日現在）国の方に申請中で承認決定次第、実施する予定となって

おります。

　また、３つ目の畜産・酪農生産力強化緊急対策事業（畜産クラスター構成員の県域団体等が実

施）の申込を取りまとめたところ約６５５名からの申込がありました。

　本組合が対象者にそれぞれの性判別精液、受精卵を配付する形態を取ることになります。

獣医師、人工授精師、移植師が人工授精、移植等を行い、請求が組合を経由することにより、

組合を経由し配付したと見なされ事業の対象となります。

　・乳牛の性判別精液（乳牛飼養頭数上位１／２以内、６千円／頭の補助）

　・乳牛の性判別受精卵（６５５千円／頭の補助）

　・和牛の受精卵（乳牛飼養頭数１／３以内、7５千円／頭の補助）

　畜産クラスターに関する諸事業は国が畜産振興を掲げて打ち出しており、複数年継続され

ることになっておりますので、経営の一助としてご活用下さい。

指 導 課
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青年部仙南支部視察研修会開催

畜舎環境美化コンクるル表彰式・講演会開催

　３月７５日（金）丸森町「㈲半澤牧場」にて青年部仙南支部の視察研修会を開催しました。今回の研修会

が開催された㈲半澤牧場は共進会でも全国に名の知れた牧場ですが、所属する組合が違うため交流の

機会がなかったこともあり、特に若い世代の部員が興味を持って研修会に参加したようでした。

　フリーバーン牛舎や、昨年６６月に増設されたパーラーなど施設面の見学に加え、経営面では年度ご

とにしっかりと売上や乳量の目標を決め達成していることなどを牧場主の半澤善幸さんに説明いただ

き、参加した部員も大変刺激を受けていたよ

うでした。研修会終了後は阿武隈ライン舟下

りで懇親会を行い、日頃の疲れを癒やしなが

ら部員同士の交流を深めることができ、半澤

さんからも「今後の酪農は地域の繋がりが特

に大事になると思います。牧場にいない日も

多いですが、ぜひプライベートでも牧場に来

てください。」とお話をいただきました。

　参加者には今回の研修と仲間との繋がりを

今後の酪農経営のお役に立てていただきたい

と思います。

　３月６7日（火）本所大会議室において、平成７6年度畜舎環境美化コンクールの表彰式が行われ、入

賞者に賞状と副賞が授与されました。最優秀賞の佐々木礼子さんは併せて宮城県知事賞を受賞され、

宮城県農林水産部畜産課草地飼料班技術補佐 菅原賢一氏より賞状が授与されました。

　講演会では、雪印種苗株式会社宮崎研究農場長

立花正氏より「プランターを使った草花栽培の

留意点」と題して講演をいただきました。

　組合では、昨年度に引き続き平成７7年度環

境維持対策事業の一環として、環境保全意識

の向上と消費者へのイメージアップを図るた

め、婦人部の皆様のご協力をいただき、５月下

旬に組合員全戸へ花苗配付を行い、美化運動

並びに美化コンクールを実施いたします。ご

協力のほどよろしくお願いいたします。

指 導 課

指 導 課
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第 4 4回  東北酪農発表大会開催さ┙┘

宮城県酪農協会婦人研修会開催

　３月７９・７5日岩手県盛岡市の『ホテル 紫苑』にて、東北酪農青年婦

人会議主催による第９９回東北酪農発表大会が開催されました。

　今大会は「経営発表の部」３名、「意見・体験発表の部」４名の計７名

が揃いました。意見・体験発表の部におきまして本組合、柴田支部の

小峯誠さんの後継者、小峯真喜さんが『私が酪農を楽しめる理由』と

題して、酪農の恩師との出会いやこれからの目標を発表されました。

惜しくも東北代表には選出されませんでしたが、堂々たる発表の姿

にさらなる飛躍が期待されます。

　当日は、東北各地から約６５５名の参加があり、本組合青年部・婦人部からは６名が参加し、大変有意

義な交流の場であったと思われます。

　審査の結果、経営の部は『「気が付く」ことの大切さ ～そして、行動と検証～』と題して発表されました

岩手県中央酪農青年婦人会議の丹内良昭さんが最優秀

賞を受賞され、意見・体験の部では、『酪農を「楽農」へ』

と題して発表されました岩手県中央酪農青年婦人会議

の桜井善さんが最優秀賞を受賞されました。

　東北代表となりました、丹内さん、桜井さんは来る７

月６5日（水）、６6日（木）に東京都浅草で開催される全国

酪農青年女性会議主催『第９９回全国酪農青年女性酪農

発表大会』に東北代表として出場し発表されます。

　３月６７日松島町「ホテル松島大観荘」において、日頃研修機会の少ない酪農婦人および酪農乳業関係

の女性職員を対象とした「平成７6年度酪農婦人研修会」が開催されました。

　みやぎの酪農協、全農宮城県本部、宮城県酪農協、酪農乳業関係から総勢8５名が出席しました。

　伊藤会長（みやぎの酪農協組合長）の挨拶、（一社）全国酪農協会 今関常務より来賓祝辞をいただいた

あと、理学療法士 土生田栄治氏から『膝関節痛につい

て』、同じく理学療法士 小山哲矢氏から『腰痛につい

て』と題して講演が行われました。講演は、痛みの原

因や対処方法、痛みが出ないよう予防する日頃のスト

レッチの仕方など、大変興味ある内容でした。講演後

の質疑応答では、活発な意見交換がなされ有意義な研

修会となりました。

　講演終了後の懇親会では、和やかな雰囲気のなか親

睦を深めていました。

指 導 課

宮城県酪農協会
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１月 ２月 ３月 ９月 ５月

IVF雄 ８79１５５５ ９５７１667 ８5９１5５５ ９５８１6５５ ９５９１5７9

IVF雌 ８7６１５５５ ８5９１５５５

ET雄 ８9７１9６7 ８77１８8７ ８9９１5７9 ９５7１７７７ ８8９１958

ET雌 ８9５１７５５ ８８6１765 ８58１6５５ ８9７１9５５ ８7５１７６６

受精卵子牛市場情報 指 導 課

� 平成７7年�雌雄別平均価格推移（みやぎ総合家畜市場）� （単位：円）
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宮城県酪農動向調査について 指 導 課

組 合 名

平成27年2月1日 平成26年2月1日 比 較 増 減

出荷

戸数

飼養

頭数

経産牛 未経産牛

18ヶ月

以上

18ヶ月

未満

育成牛

出荷

戸数

飼養

頭数

経産牛 未経産牛

18ヶ月

以上

18ヶ月

未満

育成牛

出荷

戸数

飼養

頭数

経産牛 未経産牛

18ヶ月

以上

18ヶ月

未満

育成牛搾乳 乾乳 搾乳 乾乳 搾乳 乾乳

みやぎの酪農組合

仙 南 支 所
117 5,619 3,026 399 729 1,465 122 5,763 3,110 430 751 1,472 -5 -144 -84 -31 -22 -7

みやぎの酪農組合

本 所
152 4,749 3,052 387 443 867 157 4,839 3,102 416 447 874 -5 -90 -50 -29 -4 -7

みやぎの酪農組合

登 米 事 業 所
51 1,457 972 149 112 224 51 1,391 973 117 102 199 0 66 -1 32 10 25

みやぎの酪農協 320 11,825 7,050 935 1,284 2,556 330 11,993 7,185 963 1,300 2,545 -10 -168 -135 -28 -16 11

全農宮城県本部 92 3,076 2,032 290 361 393 98 3,184 2,064 282 385 453 -6 -108 -32 8 -24 -60

宮城酪農組合 157 5,555 3,509 543 540 963 165 5,753 3,656 497 619 981 -8 -198 -147 46 -79 -18

宮 城 県 合 計 569 20,456 12,591 1,768 2,185 3,912 593 20,930 12,905 1,742 2,304 3,979 -24 -474 -314 26 -119 -67

（単位：戸・頭）

　平成７7年７月６日現在の宮城県酪農動向調査結果をご報告します。

　当組合においては生乳出荷戸数８７５戸、乳牛飼養頭数は６６１8７5頭、６戸当たりの平均飼養頭数は

８6３9頭となっております。

　１年前と比較すると、生乳出荷戸数で６５戸の減少、飼養頭数で６68頭の減少となっております。
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輸入粗飼料情勢

北米コンテナ船情勢

　北米西海岸港湾労使交渉は２月に暫定合意し、港湾作業のスケジュールは徐々に回復しております。

このことから各ターミナルではコンテナの搬出入量が急増しターミナルのスペース不足から搬出入が

一部制限されております。また、コンテナやトラック等の不足が発生しており正常化まで、まだ時間

がかかるものと思われます。

❶US産ビートパルプ

　輸出主産地のミネソタ、ノースダコタ州では温暖な気候の影響で例年より２週間ほど早く作付けが

開始されており、作付面積は前年より若干減少している模様です。

❷アルファルファ

　カリフォルニア州南部では２番刈りが終盤となっております。西海岸地域では深刻な旱魃となって

いる模様です。ワシントン州では作付面積は横ばいで例年より２週間ほど早く刈取りが始まりそうで

す。オレゴン州のクラマス地域では５月末、クリスマスバレー地域では６月より収穫が開始される見

込みで１番刈りは順調に生育している模様です。こちらも深刻な旱魃の影響で今後の動きに注目です。

❸チモシー

　US産チモシー主産地のコロンビアベースンでは作付面積は昨年より微増しており天候にも恵まれ南

部では５月下旬より収穫が始まる見込みです。一方のキティタスバレーでは作付面積は微増しており

ますが、灌漑地域の水不足から２番刈りを断念して、別の作物へ切り替える農家もでることが懸念さ

れております。

　カナダ産について、天候に恵まれておりレスブリッジでは７月上旬～中旬、クレモナでは７月中旬

～８月上旬に収穫が開始される予定ですが、今後の生育時の水不足が心配されております。

❹豪州産オーツヘイ

　西豪州は５月中旬から播種作業が開始される模様です。近年の作柄が思わしくないことから、作付

面積は昨年より２割程度減少すると見込まれます。

　南豪州は４月に適度な降雨があり土壌の状態は良好ですがマメ等の価格が好調なことから、前年よ

り作付面積は１割程度減少すると見込まれます。

　東豪州は５月下旬から播種作業が開始されます。作付面積は前年と同じと予想されております。

　以上このような状況の中、飼料等の安定供給に努めてまいります。組合員の皆様には、購買事業に

対しましてご理解を賜り、ご利用くださいますようお願い申し上げます。

購 買 課
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平成 2 6年度  生乳需給状況について

１．全国（販売乳量）

平成７7年３月の生乳生産量は、6６8１55８㌧で前年比99３8％、４月～３月計で7１５66１87５㌧で前

年比98３８％と減少しました。

また、北海道の３月の生乳生産量は８７６１７6５㌧、前年比６５６３６％と６６月から５ヶ月連続で前年

を上回りました。都府県については生乳生産量７97１７9８㌧で前年比98３6％と前年を下回りました。

２．東北（販売乳量）�

平成７7年３月の生乳生産量は、９7１9５6㌧で前年比97３8％、４月～３月計で5９8１95６㌧で前年比

96３８％と減少しました。

４月～３月までの用途別では、飲用牛乳向け８99１６７9㌧、前年比98３8％、特定乳製品向け

58１7５9㌧、前年比8７３9％と前年を下回りました。

平成７6年度�全国生乳受託実績

平成７6年度�東北生乳受託・用途別販売実績

（単位：㌧、％）

四半期別
地区名 第１四半期

前年比
第２四半期

前年比
第３四半期

前年比
第４四半期計

前年比
平成７6年度計

前年比

北 海 道 95７１87６ 96３9 9８5１9９８ 99３７ 9６９１995 ６５５３６ 9７8１5７9 ６５６３５ ８１7８７１８８8 99３７

都 府 県 877１６５５ 96３７ 8５５１６５8 96３9 8６８１665 97３8 8９８１659 98３5 ８１８８９１5８７ 97３８

全 　 国 ６１8７9１97６ 96３6 ６１7８6１５5６ 98３６ ６１7７8１66５ 99３５ ６１77７１６88 96３6 7１５66１87５ 98３８

四半期別
県 第１四半期計

前年比
第２四半期計

前年比
第３四半期

前年比
第４四半期計

前年比
平成７6年度計

前年比

青　　 森 ６7１６78３５ 97３７ ６6１７５５３５ 98３９ ６5１6９9３５ 95３5 ６5１796３５ 95３９ 6９１8７８３５ 96３7

岩　　 手 5７１８７5３５ 96３８ ９9１9８7３５ 98３９ ９9１７７6３５ 98３５ 5５１９８５３５ 98３9 ７５６１9６8３５ 97３9

宮　　 城 ８５１89７３５ 95３９ ７8１87６３５ 96３６ ７8１79６３５ 96３５ ７9１８５8３５ 97３５ ６６7１86７３５ 96３６

秋　　 田 7１７５6３５ 9５３９ 6１8９8３５ 9７３8 6１9５６３５ 9６３5 6１998３５ 95３８ ７7１95８３５ 9７３5

山　　 形 ６7１８65３５ 9８３8 ６6１５５５３５ 9８３5 ６5１7７９３５ 95３６ ６6１6７８３５ 99３8 65１7６７３５ 95３5

福　　 島 ６8１7５９３５ 9９３7 ６7１７９8３５ 9７３９ ６7１７5６３５ 9８３5 ６7１９8５３５ 95３６ 7５１68８３５ 9８３9

計 ６９８１67５３５ 95３９ ６８5１６５９３５ 96３７ ６８８１5９７３５ 96３５ ６８6１6８5３５ 97３5 5９8１95６３５ 96３８

（単位：㌧、％）

（単位：㌧、％）

四半期別
用途 第１四半期計

前年比
第２四半期計

前年比
第３四半期

前年比
第４四半期計

前年比
平成７6年度計

前年比

総受託販売乳量 ６９８１67５３５ 95３６ ６８5１６５９３５ 95３５ ６８８１5９７３５ 96３６ ６８6１6８5３５ 97３5 5９8１95６３５ 96３８

飲
用
等
向
け

飲 用 牛 乳 向 け ６５７１５6９３５ ６５５３５ ６５５１６６5３５ ６５６３７ 99１9９5３５ 99３９ 97１５５5３５ ６５５３6 ８99１６７9３５ 98３8

は っ 酵 乳 等 向 け ６6１9５６３５ 9６３8 ６7１７9６３５ 89３５ ６5１６７９３５ 9７３5 ６5１9７9３５ ６５7３８ 65１７９5３５ 96３7

乳
製
品
向
け

特 定 乳 製 品 向 け ６7１9６8３５ 8５３９ ６６１９6８３５ 7７３7 ６６１5６9３５ 76３７ ６7１8５9３５ 8５３7 58１7５9３５ 8７３9

（うち委託加工向け） ５３５ ５３５ ５３５ ５３５ ５３５ ５３５ ５３５ ５３５ ５３５ ５３５

生クリーム等向け 5１956３５ ６５６３6 5１８89３５ 97３5 6１６８９３５ 95３7 5１６９７３５ 85３６ ７７１6７６３５ 9６３５

チ ー ズ 向 け 8７8３５ 99３８ 8９８３５ 98３8 8６7３５ ６５6３８ 7９7３５ ６５５３７ ８１７８5３５ ６５８３9

全 乳 哺 育 向 け ８３５ 5５３５ ８３５ 9５３9 ８３５ ６５５３５ ８３５ ６５５３５ ６７３５ 9６３9
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販 売 課

３．宮城県（販売乳量）

平成７6年度４月～３月の販売実績は６６7１86７㌧で前年比96３６％と前年より大きく減少し、生乳

計画生産目標数量６７5１99６㌧に対し8１６７9㌧未達となりました。宮城県の出荷戸数568戸と前年

比較で７９戸減少しました。

４．みやぎの（バルク乳量）

平成７6年度４月～３月の生産実績は66１７76㌧で前年同期比96３８％と減少、直近における平均日

量は６87㌧と前年比較で８㌧減少しました。また、出荷戸数は平成７6年度３月現在で８６8戸と前年

より６６戸減少しました。

平成７6年度�宮城県生乳受託販売実績
（単位：㌧、％）

四半期別
団体名 第１四半期計

前年比
第２四半期計

前年比
第３四半期計

前年比
第４四半期計

前年比
平成７6年度計

前年比

みやぎの酪農 ６7１７７６ 9９３9 ６6１５58 95３8 ６6１６9９ 95３7 ６6１９98 97３８ 65１97６ 95３9

全 農 宮 城 ９１8９8 96３6 ９１6６9 98３９ ９１９95 96３６ ９１6８9 96３９ ６8１6５６ 96３8

宮 城 酪 農 8１8７８ 95３8 8１６9９ 95３5 8１６５７ 96３5 8１６7６ 96３5 ８８１７9５ 96３５

宮 城 県 ８５１89７ 95３９ ７8１87６ 96３６ ７8１79６ 96３５ ７9１８５8 96３9 ６６7１86７ 96３６

240,000

生産量（kg）

230,000

220,000

210,000

200,000

190,000

180,000

170,000
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

20年度（平均日量）

21年度（平均日量）

22年度（平均日量）

23年度（平均日量）

24年度（平均日量）

25年度（平均日量）

26年度（平均日量）

228,507228,507

227,124227,124

220,590220,590

213,926213,926

209,239209,239
208,781208,781 208,806208,806

207,548207,548

210,727210,727

215,791215,791

218,204218,204
218,709218,709

202,496202,496
202,239202,239

194,707194,707

185,903185,903

179,205179,205

182,598182,598

184,670184,670

183,222183,222

184,913184,913

187,765187,765 187,667187,667

190,521190,521

平均日量208㌧は10日まで

の実績を基に算出。

31日までの実績を基に算出

すると106㌧になります。

192,230192,230 191,915191,915

186,420186,420

179,201179,201

173,852173,852
174,720174,720

175,890175,890 176,338176,338 176,588176,588

179,854179,854

185,213185,213

187,198187,198

支 部 名 戸数 バルク乳量 前年同期乳量 前年同期比 計画生産数量 進度率

白 石 支 部 ７5 6１59８１５６６３７ 6１975１6５９３5 9９３5７ 7１６9６１７9６３５ 9６３68 

七 ヶ 宿 支 部 6 ７１５9５１556３8 ７１６６5１９６６３7 98３8８ ７１６68１557３５ 96３９５ 

蔵 王 支 部 ７6 7１67９１７76３9 8１６６８１9９８３８ 9９３58 8１８８8１669３５ 9７３５８ 

柴 田 支 部 ７５ ９１７５6１５９５３7 ９１８9５１99５３６ 95３79 ９１5７6１758３５ 9７３9７ 

角 田 支 部 7 ７１５９９１68９３7 ７１７８５１７56３５ 9６３68 ７１７99１７６5３５ 88３9８ 

丸 森 支 部 ６９ ８１６５6１87５３7 ８１５75１７79３８ ６５６３５８ ８１６7５１８65３５ 98３５５ 

仙 台 支 部 ６７ ８１7６８１556３５ ８１8８８１9８７３9 96３86 ８１95７１９78３５ 9８３96 

名 取 支 部 6 ６１５６９１989３５ ６１５9５１968３５ 9８３５９ ６１６７９１7５７３５ 9５３７5 

黒 川 支 部 ６６ ６１979１7５8３５ ６１985１８7６３５ 99３7６ ７１５９6１759３５ 96３7７ 

大 崎 支 部 ７6 ８１578１９5８３５ ８１9５5１55６３５ 9６３6７ ８１9８５１８9８３５ 9６３５5 

遠 田 支 部 ６9 5１7６6１687３５ 5１９７８１８7５３５ ６５5３９６ 5１566１556３５ ６５７３7５ 

加 美 支 部 ７６ ７１9５9１8７９３５ ８１５８９１７７６３５ 95３9５ ８１６７8１５８8３５ 9８３５７ 

鳴 子 支 部 ６5 ７１７5９１９９9３５ ７１5８６１９８8３５ 89３５6 ７１5６６１９58３５ 89３77 

一 迫 支 部 ６８ ８１６８7１6９６３５ ８１６６５１５5９３５ ６５５３89 ８１７５6１７６7３５ 97３86 

築 館 支 部 ６7 ７１８68１５８5３５ ７１6６８１988３５ 9５３59 ７１6８７１5７６３５ 89３95 

瀬 峰 支 部 ６５ ６１９９8１6８６３５ ６１6６９１９8９３５ 89３7８ ６１66９１９５5３５ 87３５９ 

迫 支 部 ６８ ８１5５７１７7８３５ ８１９88１6６５３５ ６５５３８9 ８１596１９78３５ 97３８8 

中 田 支 部 9 ６１９5５１９99３５ ６１９９７１９8８３５ ６５５３56 ６１９7７１９７５３５ 98３5６ 

東 和 支 部 9 ６１８7６１69５３５ ６１８９7１6７７３５ ６５６３79 ６１８7８１896３５ 99３8９ 

志 津 川 支 部 9 ６１６55１７65３５ ６１７56１9６８３５ 9６３9６ ６１７95１776３５ 89３６6 

本 吉 支 部 ６５ ６１８７8１９９5３５ ６１９７5１5９９３５ 9８３６9 ６１９69１6７６３５ 9５３８9 

石 巻 支 部 7 ６１６59１８８9３５ ６１７6６１8６７３５ 9６３88 ６１８9６１597３５ 8８３８６ 

豊 里 支 部 ６８ ７１９7６１7６7３５ ７１5９９１７８6３５ 97３６5 ７１6５6１8８５３５ 9９３8７ 

みやぎの酪農 ８６8 66１７76１6９７３５ 68１8６７１５8７３8 96３８７ 7５１665１５５５３５ 9８３79 

平成７6年度生乳生産実績（４月～３月�標準進度率６00％）
（単位：㎏、％）

※出荷戸数については、直近の数字です。

みやぎの酪農乳量（平均日量）
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第66回通常総会・地区別説明会の開催について 総 務 課

開 催 日 時 開 催 場 所 支  部  名

地区別説明会

平成７7年６月６５日（水）

午前６５時８５分

柴田郡大河原町

【ララ・さくら】

白 石・七 ヶ 宿・角 田・蔵 王・

柴田・丸森・仙台・名取

平成７7年６月６６日（木）

午前６５時８５分

遠田郡美里町

【みやぎの酪農協】

黒川・大崎・加美・遠田・石巻・

鳴子・築館・一迫・瀬峰

平成７7年６月６７日（金）

午前６５時８５分

登米市迫町

【迫地方農業共済組合】

迫・東和・中田・志津川・本吉・

豊里

　下記の日程で開催いたしますので、多数のご出席をお願いいたします。

　　　　通常総会

　　　　　　開催日時　平成７7年６月７6日（金） 午前６５時８５分

　　　　　　開催場所　黒川郡 大和町 【まほろばホール】

理事会通信 総 務 課

【第６６回理事会】

開 催 日 平成７7年３月８５日

付議事項 第１号議案 平成７6年度決算基準（案）について

 第２号議案 平成７6年度決算推定について

 第３号議案 総務委員会および業務員会からの答申について

  （平成７7年度事業計画（案）について）

 第４号議案 平成７7年度借入金の最高限度の決定について

 第５号議案 平成７7年度貸付金の利率の最高限度の決定について

 第６号議案  平成７7年度同一人に対する信用供与（資金の貸付額、初妊牛リースの額、

畜産環境整備リースの間接リースの額および畜産近代化リースの額の合

計額）の最高限度額の決定について

 第７号議案 平成７7年度の余裕金の運用について

【第１回理事会】

開 催 日 平成７7年４月８５日

付議事項 第１号議案 監事に提供する決算書類の承認について
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業務報告 総 務 課

８月  ７日 デイリーマン取材来訪 本 所

みやぎの畜産クラスター協議会設立総会 本 所

平成７6年度補正予算補助事業説明会 仙 台 市

８月  ９日 （一社）宮城県畜産協会臨時総会 仙 台 市

平成７7年度宮城県総合畜産共進会運営委員会 仙 台 市

平成７6年度畜産試験場試験研究成果報告会 大 崎 市

８月  5日 日本酪農政治連盟常任・中央委員合同委員会 東 京 都

婦人部登米支部研修会 気 仙 沼 市

日本酪農政治連盟総会 東 京 都

全酪連定例研修会　～ 6日 静 岡 県

年金委員・健康保険委員合同地区別研修会 大 崎 市

役員・支部長懇談会　～ 6日 松 島 町

８月  6日 平成７6年度酪農関係事業推進全国会議 東 京 都

８月  9日 ＤＭＳ相談会 本 所

仙台市畜産振興協議会畜産経営表彰式・研修会 仙 台 市

８月６５日 みやぎの畜産クラスター協議会分科会 本 所

平成７7年度家畜防疫互助基金支援事業推進会議 美 里 町

牛白血病講習会 美 里 町

８月６６日 第４回業務委員会 本 所

東北生販理事会 仙 台 市

宮城県北部家保管内畜産担当者会議 美 里 町

㈱みやぎの運送会議 本 所

８月６７日 平成７6年度畜産特別推進指導事業研修会 大 崎 市

宮城県酪農協会婦人研修　～ ６８日 松 島 町

８月６８日 鳴子支部施肥管理講習会 大 崎 市

全酪連仙台支所管内役員選考委員打合せ 仙 台 市

全酪連ブロック会議 仙 台 市

８月６6日 乳用牛群検定普及定着化事業研修会 大 崎 市

宮城県酪農ヘルパー要員技術向上研修会 松 島 町

８月６7日 登米地区家畜事故対策協議会 登 米 市

畜舎環境美化コンクール表彰式・研修会 本 所

８月６8日 平成７6年度決算研修会 名 取 市

遠田支部役員会 本 所

生乳中放射性物質検査対応打合せ 仙 台 市

青年部親睦ボウリング大会 大 崎 市

８月６9日 平成７6年度監事決算研修 名 取 市

畜産収益力強化支援事業申請に向けた説明会 仙 南 支 所

（一社）全国酪農協会役員会 東 京 都

８月７５日 青年部仙南支部視察研修会 丸 森 町

第４回総務委員会 本 所

畜産収益力強化支援事業申請に向けた説明会 本 所

８月７６日 本吉支部親睦グランドゴルフ大会 気 仙 沼 市

８月７８日 大崎地域自給飼料に関する情報交換会 大 崎 市

８月７９日 東北酪農青年婦人会議東北酪農発表大会　～ ７5日 岩 手 県

東北生販事業推進委員会 仙 台 市

８月７5日 原発事故農畜産物損害賠償宮城県協議会第９９回総会 仙 台 市

蔵王８6畜産クラスター協議会設立総会 蔵 王 町

８月７6日 東北生販臨時総会・理事会 仙 台 市

青年部仙台支部ボウリング大会 仙 台 市

学校給食用牛乳推進協議会 仙 台 市

８月７7日 宮城県農協中央会臨時総会 仙 台 市

青年部主催「酪農研修会」 松 島 町



11

８月８５日 第６６回理事会 本 所

日本酪農政治連盟宮城県支部連合会総会・役員会 本 所

㈱みやぎの運送会取締役会 本 所

８月８６日 現品棚卸監査 登米事業所他

志津川支部研修会 南 三 陸 町

９月  ６日 現品棚卸監査 本 所 他

９月  ７日 一迫支部総会 大 崎 市

丸森支部総会 丸 森 町

９月  ８日 築館支部総会 栗 原 市

９月  6日 瀬峰支部総会 栗 原 市

婦人部登米支部研修会 登 米 市

９月  7日 大崎支部総会 大 崎 市

９月  8日 宮城県酪農団体協議会 本 所

９月  9日 全酪連酪農経営技術研修会 岩 手 県

９月６５日 畜産みやぎ上半期編集委員会 仙 台 市

角田支部総会 角 田 市

９月６８日 蔵王支部総会 蔵 王 町

９月６９日 飼料計算プログラムトレーニング初級者講座　～ ６5日 東 京 都

９月６5日 鳴子支部総会 大 崎 市

石巻支部総会 石 巻 市

９月６6日 遠田支部総会 涌 谷 町

気仙沼市本吉放牧場入牧式・牛魂祭 気 仙 沼 市

９月６7日 飼料計算プログラムトレーニング中・上級者講座　～ ６8日 東 京 都

Ｊミルクブロック会議 仙 台 市

９月７６日 加美支部総会 加 美 町

宮城県牛乳普及協会研修（ミルクレディー） 大 崎 市 他

９月７７日 豊里支部総会 登 米 市

原発事故農畜産物損害賠償宮城県協議会第９5回総会 仙 台 市

上原酪農組合総会 大 崎 市

９月７８日 支部長会議 本 所

９月７９日 （一社）全国酪農協会地域役員会・推進会議等　～ ７5日 静 岡 県

TPPから食とくらし・いのちを守る宮城県緊急学習会 仙 台 市

９月７7日 中田支部総会 登 米 市

平成７7年度酪農関係事業に係る全国説明会 東 京 都

９月７8日 白石支部総会 白 石 市

９月８５日 第１回理事会 本 所

県北部地方振興事務所農政推進会議 大 崎 市

業務報告 総 務 課

［ 編 集 後 記 ］

　生梅の出回る季節になりました。梅に含まれるクエン酸などには、カルシウム

の吸収を助ける働きがあるそうです。

　梅シロップを作ったら牛乳で割って飲んでみて下さい！さっぱりして美味しい

ですよ。市販の梅干しをつぶして、蜂蜜と牛乳を加えてもオススメです。疲労

回復にも効果があるのでぜひ試してみて下さい。

発 行

遠田郡美里町北浦字道祖神前６6

みやぎの酪農農業協同組合

TEL．（５７７9）８９２７８６６（代表）


